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日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
ぞ
う

本
武
尊
像

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
17
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢 字 半 紙 誌友・準誌友＝月例課題
八段〜五段＝昇格・昇段課題（ ）

八段〜五段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。
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能の

登と

半は
ん

島と
う

（
解
説
は
17
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

課題は段級別です。ご注意ください。

四段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

四段〜初段＝昇段課題漢 字 半 紙（ ）



4

百ひ
ゃ
く

萬ま
ん

石ご
く

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
17
ペ
ー
ジ
）

漢 字 半 紙 １級＝昇段課題
２級〜10級＝月例課題（ ）

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。

詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。
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秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ

の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

秋
立
ち
て
幾い

く
　
か日

も
あ
ら
ね
ど
こ
の
寝ね

ぬ
る
朝あ

さ
　
け明

の
風
は
手た

　
も
と本

涼
し
も

『
万
葉
集  

巻
八 

一
五
五
五　

安あ
き
の
お
ほ
き
み

貴
王
』

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。

　
　
　
　
　

 

二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

短
冊
に
つ
い
て

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯�

短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯�

墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

◯�

下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少

し
空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◯�

行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作

品
と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

自
由
に
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯�

出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別

出
品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

八段〜五段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

か な 半 紙 誌友・準誌友＝月例課題
八段〜五段＝昇格・昇段課題（ ）
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村
雨
の
露
も
ま
だ
ひ
ぬ
ま
き
の
葉
に
霧
た
ち
の
ぼ
る
秋
の
夕
ぐ
れ
（
寂
蓮
法
師
）

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

川 島 史 子 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙（ ）

四段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

四段〜初段＝昇段課題
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ゐ
の
お
久く

や
ま　

け
ふ
こ
え
て
あ　

さ
き
ゆ
め
み
し　

恵ゑ

ひ
も
せ
寸す

ん

安 東 聖 空 書 「 梅 雪 か な 帖 」よ り

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 １級＝昇段課題
２級〜10級＝月例課題（ ）

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。

詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。
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漢
字
条
幅

誌
友
〜
準
誌
友
＝
月
例
課
題

八
段
〜
初
段
＝
昇
格
・
昇
段
課
題

（
）

　

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

進
藤
正
則
先
生
書

邊　

秋　

一　

雁　

聲

〈
読
み
〉
辺へ
ん

秋し
ゅ
う

一い
ち
が
ん雁
の
声こ
え

〈
大
意
〉�

国
境
の
あ
た
り
も
秋
に
な
り
、
一
羽
飛

ぶ
雁
の
声
が
聞
こ
え
る
。

〈
作
者
〉
杜
甫
（
七
一
二
〜
七
七
〇
）

〈
解
説
〉�

五
文
字
の
大
小
と
太
細
に
注
意
し
な
が

ら
、
力
強
く
暢
び
よ
く
書
い
て
み
よ
う
。

か
な
い
こ
と
。

聲
…�

旧
字
体
の
方
が
映
り
が
良
い
。
ど
っ
し
り
と

安
定
よ
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
純
羊
毛
筆

墨
＝
和
墨

紙
＝
因
州
画
仙
紙

※�

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名

の
鉛
筆
書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

邊
…�

行
書
で
書
く
場
合
は
、
旧
字
体
の
方
が
良

い
。

秋
…�
偏
と
旁
の
関
係
は
旁
が
偏
よ
り
下
が
ら
な
い

様
注
意
。

一
…�

画
数
が
少
な
い
の
で
二
折
法
で
変
化
を
つ
け

よ
う
。

雁
…�

下
に
聲
の
文
字
が
あ
る
の
で
余
り
大
き
く
書

し
っ
か
り

あ
け
る

旁
を
上
げ
る

線
の
太
細
に

注
意
さ
れ
た
い ゆ

っ
た
り
と

の
び
よ
く

線
を
連
続
し
て

書
い
て
み
よ
う 軽

く

長
く

中
心

線
の
連
続
に
注
意
し

太
細
の
変
化
で

安
定
さ
せ
る

力
強
く

太
い
線
で

初
め
に
ぐ
っ
と

力
を
入
れ
て

次
は
力
を
ぬ
く

し
っ
か
り
と

安
定
さ
せ
る

横
に
張
ら
し
て

し
っ
か
り
と

八段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

全
日
本
学
生
書
道
展
に
向
け
て
、
今
月
は
半
切
作
品

に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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兼
…�

常
用
体
に
近
い
形
で
書
い

て
い
る
。
終
わ
り
の
２
画

は
「
ハ
」
に
し
て
明
る
く
。

他
に
筆
写
体
に
は
長
大
画

を
短
く
し
て
、
右
側
も
突

き
出
さ
な
い
書
き
ぶ
り
や
、

脚
部
を
れ
ん
が
（
烈
火
）

の
よ
う
に
４
つ
の
点
に
す

る
書
き
ぶ
り
も
あ
る
。

六
…�

二
画
目
は
鋒
を
引
き
上
げ

な
が
ら
書
き
、
収
筆
は
押

さ
え
つ
け
な
い
よ
う
に
。

三
、
四
画
目
は
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
。

園
…�

常
用
体
で
書
い
て
い
る
。

国
構
を
外
側
に
広
げ
て
、 

　
　

 

を
ゆ
っ
た
り
と
入

れ
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
条
幅

墨
＝
和
墨

紙
＝
中
国
画
仙

※�

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下

部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆
書

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

兼け
ん
ろ
く
え
ん

六
園

〈
大
意
〉�
国
指
定
特
別
名
勝
。
岡
山
の
後
楽
園
、
水
戸
の

偕
楽
園
と
並
ぶ
日
本
三
名
園
の
一
つ
で
あ
る
。

〈
解
説
〉

・�

行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぼ
う
。

・�

半
切
二
分
の
一
と
い
う
紙
の
大
き
さ
、
◯
◯
書
（
◯

◯
が
書
い
た
）
と
い
う
落
款
の
書
き
方
を
学
ぶ
。

・�

太
細
、
曲
直
、
墨
量
に
変
化
を
つ
け
て
制
作
し
よ
う
。

※
落
款
：
落ら

く
せ
い
か
ん
し

成
款
識
の
略
。
書
画
作
品
を
書
い
た
後
、
署
名
捺
印
す

る
こ
と
。
署
名
だ
け
、
押
印
だ
け
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

小
久
保
嶺
石
先
生
書

漢
字
条
幅

１
級
＝
昇
段
課
題

２
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題

（
）

課
題
は
段
級
別
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。
詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

自
分
の
名
前

逆
筆

長
大
画 止める

は
ね
る

肩
を

　

落
と
す

ゆっくり時間をかける

印
が
あ
れ
ば
押
印

書

筆
写
体

常
用
体

腋
を
開
い
て

　
　

柔
か
い
転
折

概
形
は
横
長

長 短

広
げ
る

ハ
ネ
ル

1

3

5 6

7
8

9

10

4

2
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〈
大
意
〉�

小
松
と
は
な
ん
と
か
わ
い
い
名
前
の
土
地

で
あ
ろ
う
。
地
名
も
同
じ
そ
の
小
松
の
生

え
る
野
辺
に
吹
く
秋
風
が
、
萩
や
薄
を
吹

き
な
び
か
せ
る
様
子
も
し
お
ら
し
く
感
じ

ら
れ
る
こ
と
だ
。

〈
読
み
〉�

志し

ほ
ら
し
き
那な

や
こ
万ま

つ
ふ
久く

萩
す
ゝ
き

〈
作
者
〉�

松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
～
一
六
九
四
） 

伊
賀
国
の
生
ま
れ
。

〈
解
説
〉

○�

今
月
は
む
ず
か
し
い
字
は
使
用
せ
ず
漢
字
も

「
萩
」
だ
け
で
す
。
変
体
が
な
も
よ
く
使
わ
れ
る

文
字
で
す
。

○�

「
ほ
ら
し
き
那
」、「
こ
万
つ
ふ
久
」、「
す
ヽ
き
」
と

連
綿
で
書
き
ま
し
た
。
リ
ズ
ム
よ
く
運
筆
し
、
し

か
も
流
暢
さ
が
表
現
出
来
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

○�

落
款
の
位
置
は
落
ち
着
い
た
作
品
に
な
る
よ
う

工
夫
し
て
下
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毛
筆　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
か
な
用
加
工
紙

※�

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆

書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
ほ
ら
し
き
名
や
小

こ
　
ま
つ
　
ふ
く

松
吹
萩

は
ぎ
 
す
す
き薄

な
那
（ 

）

ま
万
（   
）

く
久
（   

）

須
山
万
寿
先
生
書

（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅

誌
友
・
準
誌
友
＝
月
例
課
題

八
段
〜
１
級
＝
昇
格
・
昇
段
課
題

２
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題

）

）

八段〜1級でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。

▲
墨

こ
こ
で
連
綿
を
切
り
、

左
に
ず
ら
し
て「
し
」
を
書
く

▲
墨

し
志
（

）
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
大
意
〉�
苦
し
い
時
に
こ
そ
好
機
が
あ
る
の

で
、
諦あ
き
らめ
な
い
こ
と
だ
。

〈
解
説
〉

○�

カ
タ
カ
ナ
の
入
っ
た
文
で
す
。

○�

カ
タ
カ
ナ
は
、
切
れ
の
い
い
線
で
表
現

し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、
墨
量
、
筆

圧
、
運
筆
速
度
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

墨
つ
ぎ
を
し
な
い
で
、
筆
圧
も
軽
く
、

速
め
の
運
筆
で
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

○�

漢
字
や
平
仮
名
と
の
調
和
に
考
慮
し
、

楽
し
く
書
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

○�

名
前
の
大
き
さ
や
位
置
は
、
作
品
を
ま
と

め
る
た
め
に
重
要
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
三
号
羊
毛

　

墨
＝
和
墨　

　

紙
＝
手
漉
和
画
仙
漢
字
用

苦
境
の
中
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る　

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

新

和

様

八
段
＝
月
例
課
題

七
段
〜
初
段
＝
昇
段
課
題

（
）

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

七段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

本
文
と
名
前
の
間
よ
り
広
め
に

書
き
出
し
は
墨
量
を

▲
墨
つ
ぎ

表
現
停
止

表
現
停
止

表
現
停
止

表
現
停
止

し
っ
か
り
と

表
現
停
止
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（
用
紙　

半
紙
）

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の

東 仲 遙 邨 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

新 和 様 １級＝昇段課題
２級〜10級＝月例課題（ ）

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。

詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

（
用
紙　

半
紙
）

未
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〈
用
具
〉�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　

 （
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
紙
〉
不
二
硬
筆
用
紙
３
行
書
き

加
賀
藩
で
は
、
全
国
か
ら
名
工
を
招
き
工
芸
の
振
興
を
図
っ
た
。

今
で
も
数
多
く
の
伝
統
工
芸
が
暮
ら
し
に
息
づ
い
て
い
る
。

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉

七段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

ペ 

ン

八
段
＝
月
例
課
題

七
段
〜
初
段
＝
昇
段
課
題

（
）

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

長
く

タ
テ
長
く

ハ
ネ
ず
一
画
の
よ
う
に

タ
テ
長
く

タ
テ
画
右
よ
り

一
つ
は
な
す長

く

広
く

組
合
せ

止
め
て

止
め
て

止
め
て

小
さ
め

止
め
て
上
に

※

※

※

※

1
2

点
の
位
置
注
意
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〈
用
具
〉�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色
（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
紙
〉
不
二
硬
筆
用
紙
２
行
書
き

加
賀
野
菜　

二
俣
和
紙

み
ず
ひ
き　

か
な
ざ
わ
は
く

小
島
鳳
洽
先
生
書

〈解　説〉
ペ 

ン

１
級
＝
昇
段
課
題

２
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題

（
）

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。

詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

左
に

　

出
る

反
る

抜
く止

め
る

中
心
か
ら

書
き
始
め
る

止
め
る離

す

た
て
画

　

右
寄
り

長
く

長
く片

仮
名
の

　

レ
の
よ
う
に

下
が
ら
な
い

小
さ
く

　

は
ね
る

向
か
い
合
わ
せ
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“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”
─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

〝
何
か
、
こ
の
字
へ
の
想オ

モ
イ
を
込
め
て
書
こ
う
〟

（
随 

意 

課 

題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

わ
（
こ
の
平
が
な
の
原
字
は「
和
」の
草
書
形
）

和
〈
読
み
〉
ワ
・
オ　

や
わ
ら
ぎ　

な
ご
み

　
　
〈
意
味
〉�

①
や
わ
ら
ぐ
。
お
だ
や
か
。
の
ど
か
。
②
仲
良
く
す
る
。
③
合
わ
せ
る
。
④
二
つ

以
上
の
数
を
加
え
た
も
の
。
⑤
日
本
、
日
本
語
。

石 橋 鯉 城 先 生 書

（
用
紙　

半
紙
）

（
用
紙　

半
紙
）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

　

昔
か
ら
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
「
和
」
の
心
。
平
和
、
温
和
、
和
気
、
柔
和
。
他
に
日

本
国
の
異
名
と
し
て
「
和
」「
倭
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
和
の
和
な
の
で
す
。
和
様
、
和

服
の
よ
う
に
日
本
そ
の
も
の
を
指
し
ま
す
。

　

平
が
な
は
「
ま
る
い
字

4

4

4

4

」
で
す
が
全
体
に
、
い
か
に
も
円
く
書
き
ま
し
た
。
水
鳥
が
水
面
で

後
向
き
に
何
か
を
見
て
い
ま
す
。
円
い
印
象
を
持
っ
て
い
た
ゞ
け
ま
し
た
か
？

　

ノ
ギ
偏
の
草
書
は
、
楷
書
の
筆
順
と
は
違
っ
て
、
ノ
・
縦
・
横
・
左
払
・
右
払
の
順
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
流
れ
良
く
書
く
と　
　

と
な
り
ま
す
。「
れ
」「
ね
」
も
同
じ
よ
う
な
形
で
す

①

②

③

④

が
、
こ
ち
ら
は
「
禮
」「
禰
」
が
原
字
で
す
。
書
い
た
平
仮
名
か
ら
原
字
の
「
和
」
が
見
え
る
と

よ
い
。
ち
な
み
に
片
仮
名
の
ワ
は
草
書
の
和
の
旁
の
部
分
だ
け
か
ら
（
漢
字
の
一
片
か
ら
）
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ノ
」
と
「
木
」
で
ノ
ギ
偏
と
言
う
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
少
し
橫
拡
が
り
に
。
こ
れ
が
ノ

ギ
偏
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
場
所
を
取
っ
て
い
ま
す
。「
口ク
チ

」
は
ノ
ギ
偏
に
寄
り
添
っ
て
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝�

特
選
永
昌
と
魔
法
の
筆
（
小
さ
い
羊
毛
、
無
名
筆
）
二
本
を
重
ね
て
使
用

墨
＝
和
墨
（
顕
微
無
間
）　

紙
＝
松
風

「
わ
」
も
「
和
」
も
ド
真
中
に
書
か
ず
、
押
印
の
為
に
、
一
寸
ズ
ラ
シ
て
右
寄
せ
、
左
寄
せ
に
書
い
て
お
く
。



16

日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法 

⑯
（
随
意
課
題
）

新

石
川
県
　

金か
な

沢ざ
わ

市し　

七な
な

尾お

市し　

小こ

松ま
つ

市し　

輪わ

島じ
ま

市し

珠す

洲ず

市し　

加か

賀が

市し　

羽は

咋く
い

市し　

か
ほ
く
市　

白は
く

山さ
ん

市し　

能の

美み

市し　

野の

の々

市い
ち

市し　

能の

美み

郡ぐ
ん

川か
わ

北き
た

町ま
ち　

河か

北ほ
く

郡ぐ
ん

津つ

幡ば
た

町ま
ち　

河か

北ほ
く

郡ぐ
ん

内う
ち

灘な
だ

町ま
ち

羽は

咋く
い

郡ぐ
ん

志し

賀か

町ま
ち　

羽は

咋く
い

郡ぐ
ん

宝ほ
う

達だ
つ

志し

水み
ず

町
ち
ょ
う

鹿か

島し
ま

郡ぐ
ん

中な
か

能の

登と

町ま
ち　

鳳ほ
う

珠す

郡ぐ
ん

穴あ
な

水み
ず

町ま
ち　

鳳ほ
う

珠す

郡ぐ
ん

能の

登と

町ま
ち

犀さ
い

川か
わ　

別べ
っ

山さ
ん　

姥う
ば

ヶが

滝た
き　

尾お

山や
ま

神じ
ん

社じ
ゃ　

白し
ろ

米よ
ね

千せ
ん

枚ま
い

田だ

　

20
字
×
10
行
の
原
稿
用
紙
に
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
10
分
以
内
で
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
10
分
書
い
て
も
、
指
や
手
首
が
疲

れ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

用
紙　

原
稿
用
紙
20
字
×
10
行

用
具　

ボ
ー
ル
ペ
ン　

つ
け
ペ
ン　

万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン

（
）

教
室
名

氏　

名
※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
「
月
別
出
品
券
」及
び「
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
」を
添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。
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課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

漢
字
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…（
2
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）…
…
…
…（
4
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…（
3
ペ
ー
ジ
）

能
登
半
島（
の
と
は
ん
と
う
）

〈
課
題
よ
り
〉�

石
川
県
北
部
、
日
本
海
へ
北
に
向
け
て
突
き
出
し
た

半
島
。
日
本
海
側
最
大
の
半
島
。
輪
島
塗
が
特
産
。

〈
解
説
〉

○
行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

○
筆
写
体
の
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

能
…�

流
れ
良
く
書
け
る 

の
筆
写
体
を
覚
え
よ
う
。
ノ
・
一
・

︱
・
の
順
。
熊
、
態
も
同
様
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

登
…�

は
つ
が
し
ら
を
大
き
く
開
き
、
豆
を
入
れ
込
む
。
３
、
４
、

５
画
目
の
筆
順
注
意
。
最
終
画
は
短
め
に
。

半
…�

４
画
目
は
大
き
く
反
り
を
つ
け
る
。
２
画
目
以
降
は
脈
絡

を
貫
通
さ
せ
て
、
起
筆
が
前
の
画
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
よ
う
。

島
…�

３
画
目
の
転
折
部
は
腋
を
開
い
て
や
わ
ら
か
く
曲
が
る
。

５
本
あ
る
横
画
は
鋒
先
で
細
目
に
。
山
は
他
の
画
に
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
書
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

百
萬
石（
ひ
ゃ
く
ま
ん
ご
く
）

〈
課
題
よ
り
〉�

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
の
石ご

く

高だ
か

（
所
有
す
る
土
地
で

の
米
の
生
産
量
）
は
一
〇
二
万
石
で
、
徳
川
幕
府

に
つ
い
で
第
二
位
の
規
模
だ
っ
た
。

〈
解
説
〉

○
三
文
字
を
楷
書
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○�

鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表
現

し
よ
う
。

百
…�

１
画
目
の
横
画
は
伏
せ
、「
ノ
」「
日
」
の
組
合
せ
。「
日
」
は

下
を
や
や
す
ぼ
め
て
引
き
締
め
る
。

萬
…�

万
の
本
字
。
８
画
目
よ
り
９
画
目
を
左
に
出
す
書
き
方
は
、
筆

写
体
。

石
…�

１
画
目
は
、
や
や
右
上
が
り
に
書
き
、
２
画
目
を
伸
び
や
か

に
払
う
。
左
に
重
さ
が
あ
る
の
で
、「
口
」
を
中
心
よ
り
右
に

し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

日
本
武
尊
像（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
ぞ
う
）

〈
課
題
よ
り
〉�

石
川
県
金
沢
市
の
兼
六
園
内
に
あ
る
日
本
で
最
初
の

西
洋
式
銅
像
。
一
八
七
七
年
の
西
南
戦
争
戦
没
者
の

慰
霊
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。

〈
解
説
〉

○
筆
写
体
の
書
き
ぶ
り
を
覚
え
る
。

○�

そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
持
つ
概
形
を
捉
え
て
、
５
字
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
収
め
る
。

日
…�

２
画
目
の
転
折
部
は
腋
を
開
い
て
し
な
や
か
に
柔
ら
か
く
折
る
。

太
め
の
線
で
小
ぶ
り
に
書
く
。

本
…�

左
右
の
払
い
は
、
左
払
い
は
直
線
的
に
、
右
払
い
は
動
き
を

つ
け
る
。
右
払
い
の
収
筆
は
一
度
止
め
て
向
き
を
変
え
て
軽

く
止
め
る
。

武
…�

１
・
４
画
目
の
点
は
下
げ
る
様
に
し
て
２
・
５
画
目
と
向
き
を

変
え
る
。
戈
法
は
徐
々
に
鋒
を
開
き
な
が
ら
動
き
を
つ
け
る
。

尊
…�

酉
を
筆
写
体
で
書
い
て
い
る
。
寸
の
１
画
目
は
反
り
を
つ
け

て
し
な
や
か
に
。

像
…�

豕
の
最
初
の
左
払
い
を
寝
か
せ
て
下
部
の
空
間
を
広
げ
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

直
線
で
止
め
て

鋒
を
起
こ
す

動
き
を

つ
け
る

ハ
ネ

角
度
大
き
く

腋を開く
転折は柔らかく

下
に
出
す

下
に
出
す

常
用
体

筆
写
体

寝
か
せ
る

1

2
3

4

5
6

7

8
9

10

11

12

中
心

中
心

中
心

伏
せ
る

横
画
が
出
る

やや右上
がりに

出
る

伸
び
よ
く

払
う

横
画
出
る
の
は

筆
写
体

こ
の
よ
う
に
書
く

筆
写
体
も
あ
る

　

長
大
画

反
り
の
あ
る
線

前
の
画
を
受
け
る

起
筆
の
向
き

反
り

外
側
に

  

ふ
く
ら
ま
せ
る

中
心

下
に
長
く

出
す

間
マ

をあける

このように
書くこともある

1
3

2

2

1

4 5

3

1

2
4

5

3

（楷書）

①

②

③

書
き
順

戈か

法ほ
う

1

2 3 4

5

6
7

筆
写
体
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か
な
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
5
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
6
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

解
説     

福
原
溪
春
先
生

秋
立
ち
て
幾い

く

日か

も
あ
ら
ね
ど
こ
の
寝ね

ぬ
る
朝あ
さ

明け

の
風
は
手た

本も
と

涼
し
も

〈
読
み
〉
あ
支き

た
ち
て
い
久く

可か

も
あ
ら
年ね

ど
此こ
の

ね
ぬ
る
朝
介け

の
風
八は

堂た

も
と
須す

ずゝ

し
裳も

〈
大
意
〉�

立
秋
か
ら
幾
日
も
た
た
な
い
の
に
、
こ
の
寝
て
起
き
た
夜
明
け
の
風
は
、
手
首
に
涼

し
い
こ
と
だ
。

〈
出
典
〉�

万
葉
集　

巻
八　

一
五
五
五　

安あ
き
の
お
ほ
き
み

貴
王 

（
原
典
で
は
「
あ
ら
ね
ど
」
→
「
あ
ら
ね
ば
」、「
手た

本も
と

涼
し
も
」
→
「
手た

本も
と

寒
し
も
」）

〈
解
説
〉

○�

行
の
流
れ
を
把
握
し
て
書
こ
う
。

　

・�

連
綿
は
連
綿
線
を
短
く
す
る
た
め
、
下
の
文
字
が
右
寄
り
に
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

（
文
字
に
よ
っ
て
は
例
外
も
あ
る
）
中
心
軸
を
示
し
た
の
で
、
確
か
め
な
が
ら
書
い
て

み
よ
う
。

○�

墨
色
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・�

渇
筆
部
は
墨
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
な
つ
も
り
で
、
ゆ
っ
く
り
運
筆
す
る
。

○
疎
密
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・�

１
行
目
の
後
半
は
、
ほ
と
ん
ど
密
に
な
っ
て
い
る
。

○
変
体
仮
名
・
漢
字
の
草
書
（
く
ず
し
方
）
を
理
解
し
て
か
ら
書
こ
う
。

　

・�「
年
・
堂
・
裳
」「
此
・
朝
」
な
ど
。

○�

5
ペ
ー
ジ
の
「
短
冊
の
書
式
」
を
理
解
し
て
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

村
雨
の
露
も
ま
だ
ひ
ぬ
ま
き
の
葉
に
霧
た
ち
の
ぼ
る
秋
の
夕
ぐ
れ
（
寂
蓮
法
師
）

〈
読
み
〉�

む
ら
さ
免め

能の

つ
ゆ
も
万ま

堂だ

ひ
ぬ
ま
支き

の
葉
二に

き
り
多た

ち
の
ぼ
留る

秋
の
夕
ぐ
連れ

〈
大
意
〉�

に
わ
か
雨
が
激
し
く
降
り
過
ぎ
て
、
ま
だ
そ
の
露
も
乾
か
な
い
松
や
杉
の
葉
の
あ
た

り
か
ら
、
霧
が
立
ち
上
っ
て
い
る
。
秋
の
夕
暮
れ
の
も
の
寂
し
い
こ
と
よ
。

〈
出
典
〉
小
倉
百
人
一
首
87　
（
新
古
今
和
歌
集 

巻
五
秋
歌
下
491
） 

〈
解
説
〉

　

和
歌
を
詠
み
な
が
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

書
く
時
に
、
文
字
の
書
き
方
ば
か
り
に
注
意
が
向
い
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、
一
文
字

一
文
字
を
追
う
の
で
は
な
く
、
和
歌
を
詠
み
な
が
ら
文
字
を
書
い
て
い
き
ま
す
。
和
歌
の
内

容
が
表
現
・
書
き
ぶ
り
に
影
響
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
ら
で
す
。

　

今
月
は
、
文
節
の
切
れ
目
で
改
行
し
て
い
る
の
で
、
内
容
が
捉
え
や
す
い
は
ず
で
す
。
秋

の
物
静
か
な
風
景
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
筆
を
進
め
て
下
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
か
な
用
小
筆　

紙
＝
か
な
用
半
紙　

墨
＝
か
な
用
和
墨

た（
堂
）

一
行
目
と

三
行
目
の

長
さ
を
変
え
る

横
三
線
の
様
子
を

変
え
る

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

▲
含
墨

の（
能
）

に（
二
）

る（
留
）

ま（
万
）

た（
多
）

き（
支
）

め（
免
）

余
白

密

密

密

密

徐
々
に
渇
筆
に

渇
筆
に

▲
含
墨

▲
含
墨

す（
須
）

も（
裳
）

け（
介
）

た（
堂
）

は（
八
）

き（
支
）

く（
久
）

か（
可
）

ね（
年
）
（
此
）

（
朝
）

（
風
）

疎

疎

秋

夕

れ（
連
）
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新
和
様
（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
12
ペ
ー
ジ
）

◆
10
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

厳
島
大
鳥
居

　

四
段
〜
初
段　

安
芸
宮
島

　

１
級
〜
10
級　

�

平
和
の
像

か
な
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

�

あ
は
れ
い
か
に
草
葉
の
つ
ゆ
の
こ
ぼ
る
ら

ん
秋
風
た
ち
ぬ
宮み
や

城ぎ

野の

の
原は

ら

　

四
段
〜
初
段　

�

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川 

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は 

（
在
原
業
平
朝
臣
）

　

１
級
〜
10
級　

�

者
尓
本
登
利
里　

可
多
曽
那
奈
奈

漢
字
条
幅

　
　

誌
友
〜
初
段　

未
定

　
　

１
級
〜
10
級　

�

米
芾　

蜀
素
帖
臨
書
（
青
松
勁
挺
姿
）

か
な
条
幅

　

誌
友
〜
10
級　

��

桐き
り

一ひ
と

葉は 

日ひ

当あ
た

り
な
が
ら 

落お

ち
に
け
り

新
和
様

　

八
段
〜
初
段　

大
地
を
誉ほ

め
よ 

頌た
た

え
よ 

土
を

　

１
級
〜
10
級　

�

未
定

ペ
ン

　

八
段
〜
初
段　

�

古
く
か
ら
景
勝
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
た
松
島
、
天
橋
立
、
宮
島
は
、「
日
本

三
景
」
と
し
て
「
日
本
國
事
跡
考
」
に

登
場
す
る
。

　

１
級
〜
10
級　

�

平
和　

鯉
城　

熊
野
筆 

も
み
じ　

レ
モ
ン　

し
ま
な
み

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の

※�

単
体
の
基
本
の
か
な（
い
ろ
は
歌
）
は
、

く
り
返
し
学
習
し
て
く
だ
さ
い
。
古
典
学

習
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

か
な
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
7
ペ
ー
ジ
）

ゐ
の
お
久く
や
ま　

け
ふ
こ
え
て
あ　

さ
き
ゆ
め
み
し　

恵ゑ
ひ
も
せ
寸す
ん

直
線
的
に

引き
上げる

小
さ
く

逆
筆

逆
筆

真
下
に

軽
い
曲
線

曲
げ
す
ぎ

　

な
い

直
線
的

点
を
横
で

そ
ろ
え
る

柔
か
く

　

曲
げ
る

気
持
ち
を

続
け
る

そろえる

強
く

は
ね
る

柔
ら
か
く

筆
を
返
す

中
央
に

右
側
か
ら

真
よ
こ
に

小
さ
め
に

下
か
ら
続
け
る

1
2

3
細
く

回
転
よ
こ
に

払
う

強
く

曲
線

逆
筆

直
線

長
く

太
め

ま
っ
す
ぐ一

つ
だ
け

小
さ
く
回
転

渇筆にすると
よい

変
化
さ
せ
る

細
め
に
書
く

変
化

　

さ
せ
る

「
ふ
」
は
二
文
字
あ
る
の
で

変
化
さ
せ
る

余
白

墨
つ
ぎ

〈
大
意
〉�

上
京
し
た
犀
星
が
志
を
得
ず
、
郷
里

金
沢
と
の
間
を
往
復
し
て
い
た
苦
闘

時
代
、
帰
郷
し
た
折
に
作
っ
た
詩
で

あ
る
。
故
郷
は
孤
立
無
援
の
青
年
に

は
懐
か
し
く
忘
れ
が
た
い
。
そ
れ
だ

け
に
そ
こ
が
冷
や
や
か
で
あ
る
時
は

胸
に
こ
た
え
て
悲
し
い
。

〈
作
者
〉
室
生
犀
星　

小
景
異
情
―
そ
の
二

〈
解
説
〉�

皆
さ
ん
、
御
存
知
の
こ
と
ば
で
書
き

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
漢
字
の
少
な

い
（
二
文
字
）
作
品
で
す
。
漢
字
に

負
け
な
い
様
、
か
な
も
強
く
書
き
ま

す
。
太
細
を
つ
け
、
余
白
を
生
か
し

た
ら
、
明
る
い
作
品
に
な
り
ま
す
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
静
香

墨
＝
紅
花
墨

紙
＝
松
雪




